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16. ナトリウム分子におけるバックワー ド･フォトン･エコー の衝突緩和
17. Karman渦列の数値実験
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1. 転移温度付近(TN-1.OmK)の固体 3HeのNMR



















実験により超流動A相の MultipleSpinEcho,paraの固体(T>TN )の Multiple
spinEchoを測定した｡現在 Orderedstateの固体もeのsignalを捜している｡
2.ルビー R1線のコヒーレン トラマン分光
遠 藤 隆
コヒーレントラマンビートは励起状態または基底状態の副準位 1,2間にコヒーレンスを生
成させた後,プローブレーザー光を照射すれば12の間隔に対応する周波数で振幅変調された
コヒーレントな散乱光が得られる現象で,光コヒーレント過渡現象の一種として興味あるもの
である｡
コヒーレントラマンビートの周波数 (変調周波数 )は光遷移の不均一幅によらないので,こ
れを利用して副 準位の高分解能分光を行なうことができる｡我々はルビー(Cr3+:Al203)の
⊂)
R1線 (6934A)について初めてAl核による superhyperfine構造にもとづくコヒーレント
ラマンビートを観測し,40kHz程度の精度で高分解能分光を行なった｡
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